
核兵器のない平和で公正な世界のために

というスローガンで原水爆禁止２０１４年

世界大会が８月４日から６日まで広島市で

開かれました。今年の世界大会は来年の被

爆７０年、NPT（核不拡散条約）再検討会

議に向かって、世界的な行動を起こそうと

呼びかける重要な大会です。核兵器をめぐ

る最近の国際的な流れは、核兵器の持つ非

人道性が大きく取り上げられ、核兵器廃絶

のうねりを作り出しています。

主催者挨拶をした国際会議宣言起草委員

長富田宏治さんは「日本は本来、核兵器の

無い世界をめざす先頭に立つべきです。な

のに「抑止力」だとうそぶいて「戦争する

国」への動きを強めていることに怒りを表明しま

す」と挨拶しました。また日本被団協代表委員の

坪井直さんは「いま、政府は怪しい動きをしてい

る。国民を守るというが、戦争で国民を守ったこ

とは一度もありません。皆さん諦めてはいけませ

ん。負けてはいけません。ネバーギブアップ！」

と力強く訴えました。

今年は初めてとり組まれた国際青年リレー行進

した青年たちも登壇しました。国民平和大行進が

国際的な取り組みになったのです。６日は平和公

園での広島市主催の平和祈念式典が８時から始ま

り、同５２分に終わった後、世界大会開会総会が

開かれたグリーンアリーナで閉会総会が開かれま

した。

閉会総会での大きなイベントは、それまで集め

られた４１０万４９１１人の署名をアンゲラ・ケ

イン国連軍縮問題担当上級代表に手渡す署名プレ

ゼンテーションでした。来年４月のＮＰＴ再検討

会議への大きな圧力になるでしょう。潘基文国連

事務総長のメッセージを読み上げたケインさんは

「核兵器のない平和で公正な社会を達成するまで

努力しよう」と呼びかけました。

日本原水協

の安井事務局

長は行動提起

で、原爆写真

展、被爆証言

などを広げよ

う、署名を積

み上げて来年

４月ニューヨー

クに行こうと

訴えました。

（東 健郎）
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「戦争する国」に危険を警鐘！

今月号の紙面
①原水爆禁止２０１４年世界大会

②電機懇総会、情勢のポイント

③電機懇総会、方針のポイント

④ルネサスのリストラ反撃宣伝

⑤日立関連リストラ反撃集会へ

電機は４－６決算で大幅増益

⑥私の自慢「200年前のお皿」佐野さん

⑦電機情報ユニオン 、青年コーナー

⑧電機懇「第２７回総会」の案内

からむす２２号普及を、集積回路

４１０万４９１１人の署名を代表に手渡す


